
消
防
出
初
式

う
る
ま
市
消
防
団
に
つ
い
て
知
ろ
う

　

新
春
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
消
防
出

初
式
」
が
、
1
月
6
日
、
市
民
芸
術
劇
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
消
防
職
団
員
の
永
年
勤
続

表
彰
や
市
長
に
よ
る
訓
示
ほ
か
、
消
防
職

員
に
よ
る
意
見
発
表
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
よ
る
防
火
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
市
長
、
消
防
長
、
消
防
団

長
に
よ
る
特
別
点
検
や
炊
き
出
し
訓
練
、

煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
他
、
消
防
団
員
に
よ

る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
消
防
職
員
に
よ
る

特
殊
災
害
対
応
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
放
水
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
出
初
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

消
防
団
と
は

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
に
お

け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
昼

夜
問
わ
ず
、
災
害
現
場
へ
駆
け
つ
け
活
動

を
行
う
重
要
な
役
割
を
担
う
、
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

消
防
団
は
、
火
災
、
地
震
、
風
水
害
と

い
っ
た
災
害
発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら

現
場
へ
駆
け
つ
け
、
災
害
防
御
活
動
や
避

難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
近
年
は
、
女

性
の
消
防
団
の
参
加
も
増
え
、
特
に
防
火

指
導
や
応
急
手
当
の
普
及
な
ど
に
お
い
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

う
る
ま
市
消
防
団
の
現
状

現
在
、
す
べ
て
の
災
害
、
活
動
に
参
加

す
る
基
本
団
員
13
分
団
と
特
定
の
活
動
の

み
を
行
う
機
能
別
団
員
２
隊（
水
上
バ
イ

ク
隊
・
手
話
通
訳
隊
）、
計
１
２
０
名
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
所
の
協
力
を
と
お
し
て
、

地
域
防
災
力
の
要
と
な
る
消
防
団
員
の
確

保
及
び
活
動
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

「
消
防
団
協
力
事
業
所
制
度
」
を
導
入
・
推

進
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

消
防
本
部　
警
防
課　
☎
９
７
５
ー
２
０
０
６

【市長、消防長、消防団長による特別点検】

６１

平成29年　春の全国火災予防運動
３月１日（水）〜７日（火）

『消しましょう　その火その時　その場所で』（全国統一防火標語）

あなたを守る！家族を守る！
消防法及び市町村条例により全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられました。

●点検ボタンを押すか点検ひもをひっぱり、定期的に作動確
認をしましょう。
作動確認をしても警報器に反応がなければ、本体の故障か
電池切れです。
警報器の本体又は電池を交換しましょう

●火災警報以外の警報が鳴った場合は、本体の故障か電池切
れです。
警報器の本体又は電池を交換しましょう

住宅用火災警報器の維持管理について

①定期的な点検

②古くなったら交換

まちの話題
まちのイベントや地域の話題をお届けします。
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